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見聞録
残留農薬で「モカ」危機！？

朝日新聞6月25日記事より

エチオピア特産のコーヒー「モカ」が日本から消えてしまうのではないか。そんな不安が業

界やコーヒー通の間に広がっている。

通関統計によると、同国産コーヒー豆の06年の輸入量は3万8753トンに上り、国別ではブラ

ジル、コロンビア、インドネシアに次ぎ4位で、エチオピアにとっても日本は第2の輸出国だ

った。だが昨年は8413トンに激減。今年１～３月は毎月数10万トンにとどまり、4月はほぼ

ゼロに近い量にまで落ち込んだ。

原因は残留農薬だ。昨年4月、検疫の段階で農薬の一種リンデンなどが基準値を超えて検出

された。複数回にわたったため、コーヒー業界などで組織する全日本コーヒー協会は検疫前

の自主検査に乗り出した。協会は昨年6月に現地調査を実施、その結果、豆自体に問題はな

く、汚染源は輸送用の麻袋の可能性が高いとの見方を示している。

エリオピア側は古い麻袋を回収、すべて新しいものを使うよう農民らに指示。流通経路の清

掃を行ったり、独自の検査態勢を確立したりするなど、対策に本腰を入れる。だが廃棄や返

品は業者の負担になるため、業者は輸入に二の足を踏み、本格的な再開のめどは立たない。

一方で基準値そのものを疑問視する声が上がる。生豆のリンデンの基準値は０．０２ppmだ

が、生食するトマトちゃキャベツなどは２ppmだ。またコーヒーは通常200度以上の熱で焙煎

するため残留農薬はほぼ消えるとされる。また欧州連合（ＥＵ）の基準値は０．１ppmで、

日本の厳しさが際立つが、見直しの予定はない。

コーヒーはエチオピアの基幹産業の一つ。「日本への輸出を一刻も早く以前の水準に回復さ

せたい。必要なことはすべて行った」とアブディラシッド・ドゥラネ駐日エチオピア大使は

訴えている。

※と庵によると、現在も状況は改善されていない。

１０月１０日ＯＰＥＮ！

と庵通信の「珈琲店キャット・テール ただいま建築中！!」コーナーでご紹介して

おりました「かふぇ きゃっとている」がこの10月でいよいよＯＰＥＮを迎えます。

今回は、開店直前特集と言うことで、と庵通信をご愛読いただいている方に特別に

お店の様子やメニューなどを教えてしまいましょう！

「きゃっとている」はお隣のワンちゃん美容室「グルーミン

グスタジオ ドッグテール」のオーナーでもある北井さんの

珈琲好きが高じて作ることになったお店です。

お店は、素敵な和風建築。広々とした窓が太陽の光をサンサ

ンと店内に行き渡らせています。大きなカウンターが２台あ

り、店内はとても素敵で落ち着ける雰囲気です。庭を向いた

カウンターからは、左の写真のような、

しっとりとした庭園が眺められ、癒さ

れます。

また、カップの品揃えには目をみはる

ものがあります。壁面を埋め尽くす、

カップの数々もご堪能下さいね。

かふぇきゃっとているへの行き方は、京成鬼越駅

から徒歩10分ほど。駅改札から市川税務署方面

に向かって道路沿いにしばらく行ったら、右側に

ある郵便局を右折。住宅街の一角にあります。

迷ったらお気軽にお電話を！

◆営業時間：１０時～１７時

◆定休日：金曜＆第１・３・５土曜日

◆ＴＥＬ：０４７－７０２－８２１４

◆住所：〒２７２－０８１５

　　　　千葉県市川市北方２－１３－５

★きゃっとているブレンド

★ストレートCoffee

　コロンビア

　マンデリン

　ブラジルサントスＮｏ．2

　タンザニア

　ペルー

　インド

　ドミニカ

　コスタリカ

★カフェオレ（アイス・ホット）

★ダッチコーヒー（アイス・ホット）

★のりチーズトースト

★サンドイッチ

★ワッフル

★コーヒーゼリー

★気まぐれスイーツ

＜この猫足スタンプに気付いた方＞

この背景にある猫足スタンプは、実はきゃっとているに行ってじっくり店内を観察すると発見できます！

その他にも遊び心がいっぱいの店内でどんな発見があるか、ぜひ楽しみにしてくださいね♪

地図

屋外にテラス席があります

ので、ワンちゃん連れの

ご飲食もできます！

ぜひお散歩のついでに

お寄り下さい！


